
泉 用
活

し
よ
う
ｒ

温

エ
ネ
ル
ギ
ー

/′
″
′
`′



ritI・ 口'1う'"=■
■■■■■■■■●■■●=●1■

地球内部の熱のうち、 地表から数キロメートル以内にあって、 人間が利用できるエネルギーを地熱エネルギーといい、 地熱を利用して

電気をつくることを地熱発電といいます。

温泉は地熱エネルギーの恵みの一種で、一般的には地下数百メートル以内にあつて、温度も100℃以下のものをさすことが多いようです。
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地熱でどうやって発電するの?～ フラッシュ発電

家庭 ・工場など
気水
分離器

蒸気井

気蒸
―
―
＼
、
‐
、

再
び
復
水
器

ヘ

蒸
気
は
こ
っ
ち

蒸気を →

復水器

あたためられた水

お
湯
を
と
り
だ
す

水
プ
環

ン

循
ポ

←地下数 km

一
一一一
一
一一一一一
一
一
一一
一

一一

一一一一一一

一
・
●

一
一一一・一一
．一一一．一

一一．一一一
．・一．一一一一一一一一一一一一一一一一

一
●

●
４
■
●
●

●

タ

タービン

燃料(石油:右炭など



化する地熱発電～温泉バイ十:r―
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二次温泉水 通常沸点が 30℃以下のもの
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彦

これまでにも、地熱発電の計画があつたんですか ?

2003年 頃、いちど計画がもちあがつたのですが、開発によつて温泉が枯れてしまうのではと心配する声もあつて中止になったんです。

もう一度計画が始まつて、実現したの|まどうして ?

氣
綽

実現に|ま、」ヽ浜の人たちの、温泉によせる熱い闇いがありました。

何度も話しあいをしたり、地熱の専P∃家を呼んで学習会をして、

地元の人たちを中心に事業をすすめることになつたんです。

小浜温泉バイナリー発電所

実証実験開始 (2013年4月 ～
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活用推進協議会
(2011年3月設立 )

一般社団法人
小浜温泉エネルギー
(2011年5月設立 )
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●小浜までの主なアクセス

長崎空港から バスで約 80分

長崎駅前から バスで約フ0分

古ぐま西暦 713年 につくられた 『肥前風上記』という書物に記述があります。

その後、 江戸時代頃から本格的に湯治場として整備されはじめます。このころ

から明治になるまで小浜温泉の管理をしていたのが湯太夫です。

.:‐rコ13量蟄1曇覇庭皐裏

小浜温泉はもともと海岸に温泉が湧き出ていた所。 だから当初は弓:き潮の時

のみ温泉が利用できるという場所でした。 そのため 最初の温泉の利用は牛馬

を洗うことに始まつたと考えられています。

その後、湯治場としての利用が始まりますが、 その当時は温泉宿もやはり

海岸からすぐの所に設置されていて、海が荒れるたびに施設が被害を受けると

いう状況でした。こういった状況を改善すべく、 時が経つにつれ湯太夫や町長

といった、 その時代ごとのリーダーによって防災 土地拡大の為に海岸の埋め

立てが行われ、 温泉の快適な利用と人々の生活の安全がつくられて現在に至

ります。

←長崎空港
長崎市

島原半島

雲仙市
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